
図
、
地
租
改
正
絵
図
、
地
籍
地
図
、
更
正
地
図
と
呼
ぶ
）
の
四
種
が
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。
大
分
県
に
お
け
る
明
治
時
代
作
成
の
地
籍

図
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

な
か
で
、
大
分
県
で
の
地
籍
図
作
成
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
は
出
田
和
久
氏
の
研
究

〔
出
田
一
九
八
九
〕
を
嚆
矢
と
し
、
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
の
地
籍
図
の
検
討
を
通
し
て
、

明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
各
種
の
地
籍
図
の
特
徴
を
提
示
さ
れ
た
三
河
雅
弘
氏
・
川

名
禎
氏
の
研
究
〔
三
河
・
川
名
二
〇
〇
五
〕
が
あ
る
。
三
河
氏
・
川
名
氏
の
研
究
は
、

現
在
の
所
、
大
分
県
の
地
籍
図
に
関
す
る
唯
一
の
包
括
的
研
究
と
い
え
る
。

　
小
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
研
究
を
ふ
ま
え
、
大
分
県
に
お
け
る
明
治
時
代
作
成
の

地
籍
図
に
つ
い
て
、
伝
存
状
況
お
よ
び
特
色
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
、

こ
れ
ま
で
未
調
査
に
近
い
状
況
に
あ
っ
た
小
倉
県
の
地
籍
図
を
中
心
に
、
各
種
地
籍

図
の
作
成
状
況
と
特
徴
を
改
め
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
小
稿
は

一
つ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
臼
杵
市
立
図
書
館
所
蔵
の
地
籍
図
類
お
よ

び
旧
臼
杵
藩
領
に
関
す
る
地
籍
図
類
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
考
が
あ
る
た
め
省
略
し

た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
す
る
と
と
も
に
、
御
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

は
じ
め
に

　
大
分
県
は
、
旧
国
で
い
え
ば
豊
前
国
南
部
（
下
毛
・
宇
佐
郡
）
と
豊
後
国
全
域
か

ら
な
る
。
明
治
四
年
、
豊
前
国
は
小
倉
県
、
豊
後
国
は
大
分
県
と
な
っ
た
。
成
立
当

初
、
小
倉
県
で
は
大
区
小
区
制
を
採
用
せ
ず
、
県
内
を
百
三
の
区
に
分
け
た
。
同
県

で
大
区
小
区
制
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年
一
二
月
一
六
日
の
こ
と
で
、
下
毛

郡
が
第
七
大
区
、
宇
佐
郡
の
駅
館
川
西
部
が
第
八
大
区
、
同
川
東
部
が
第
九
大
区
と

な
っ
た

（
1
（

。
一
方
、
大
分
県
で
は
成
立
段
階
か
ら
大
区
小
区
制
が
採
用
さ
れ
、
明
治
八

年
三
月
に
町
村
の
統
廃
合
が
あ
り
、『
豊
後
国
区
画
村
町
一
覧
』
に
よ
れ
ば
九
町
一

〇
〇
九
村
が
八
町
七
九
二
村
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
明
治
時
代
初
頭
の
町
村

統
合
は
、
明
治
一
一
年
～
一
八
年
に
完
成
し
た
旧
大
分
県
各
郡
の
「
郡
村
誌
」（
大

分
県
立
図
書
館
蔵
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
明
治
九
年
四
月
に
小
倉
県

が
福
岡
県
と
合
併
し
、
さ
ら
に
同
年
八
月
に
旧
小
倉
県
南
部
の
下
毛
・
宇
佐
の
二
郡

が
大
分
県
へ
編
入
さ
れ
、
こ
こ
に
現
在
の
大
分
県
が
成
立
し
た
。
な
お
、
以
下
で
は

明
治
九
年
八
月
以
前
の
大
分
県
に
つ
い
て
は
、
旧
大
分
県
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
明
治
時
代
作
成
の
地
籍
図
に
つ
い
て
は
、
壬
申
地
券
地
引
絵
図
・
地
租
改

正
地
引
絵
図
・
地
籍
編
成
地
籍
地
図
・
地
押
調
査
更
正
地
図
（
以
下
、
各
々
壬
申
絵

大
分
県
の
地
籍
図
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❶
壬
申
地
券
地
引
絵
図
に
つ
い
て

　
壬
申
絵
図
と
次
項
の
地
租
改
正
絵
図
は
、
現
在
の
大
分
県
成
立
以
前
に
作
成
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
旧
大
分
県
と
小
倉
県
に
わ
け
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）旧
大
分
県

①
作
成
状
況

　
明
治
初
頭
の
法
令
を
編
集
し
た
『
縣
治
概
略
』（
大
分
県
立
図
書
館
蔵
）
を
み
る
と
、

明
治
五
年
一
〇
月
二
日
に
「
地
券
の
さ
と
し
」
を
布
告
し
、
一
一
月
八
日
に
「
地
券

取
調
ニ
付
派
出
説
諭
」
の
官
員
を
各
大
区
に
派
遣
し
、
地
券
の
取
調
と
住
民
へ
の
説

諭
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（『
縣
治
概
略
』
第
二
）。
壬
申
地
券
の
発
行
は
、
明
治
六
年

一
〇
月
一
〇
日
を
終
了
予
定
と
し
て
い
た
が
、
期
限
ま
で
に
終
了
し
た
の
は
第
二
大

区
（
速
見
郡
）
と
第
六
大
区
（
直
入
郡
）
の
み
で
、
最
終
的
に
は
一
一
月
一
二
日
に

終
了
し
、
一
一
月
一
四
に
大
蔵
省
に
届
書
を
提
出
し
て
い
る
（『
縣
治
概
略
』
第
四
）。

な
お
、
壬
申
絵
図
の
作
成
経
緯
は
明
確
で
な
い
。

②
特

　徴

　
旧
大
分
県
の
壬
申
絵
図
も
し
く
は
そ
れ
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
既
に
臼
杵
市
立

図
書
館
蔵
の
六
点
の
地
籍
図
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
籍
図
の

特
徴
と
し
て
、
田
畑
屋
敷
が
同
一
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
地
番
の
み
が
記
さ
れ

る
こ
と
、
山
間
部
の
区
画
で
は
土
地
の
畦
畔
が
二
重
線
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
三
河
・
川
名
二
〇
〇
五
〕。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
旧
大
分
県
の
壬
申
絵
図
に
関
わ
る
絵
図
と
し
て
、
ま
ず
速
見
郡

山
口
村
・
同
郡
米
子
瀬
村
の
絵
図
（
い
ず
れ
も
現
杵
築
市
山
香
町
、
大
分
県
立
歴
史
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博
物
館
蔵
、
写
真
1
・
2
）
お
よ
び
国
東
郡
安
国
寺
村
の
絵
図
（
現
国
東
市
国
東
町
、

個
人
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
山
口
村
と
米
子
瀬
村
の
絵
図
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
図
と
も
年
代
や
署
名
な
ど

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
外
題
に
あ
る
山
口
村
と
米
子
瀬
村
の
村
名
は
、『
速
見
郡

村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
三
月
ま
で
存
続
し
た
村
名
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
大
分

県
で
は
明
治
八
年
七
月
二
九
日
付
の
「
丁
第
拾
九
号

　
地
租
改
正
実
地
丈
量
間
竿

云
々
達
」
で
、
土
地
丈
量
の
基
礎
と
い
う
べ
き
間
竿
が
六
尺
に
統
一
さ
れ
る
（『
縣

治
概
略
』
第
九
）
な
ど
、
明
治
八
年
段
階
は
地
租
改
正
事
業
が
中
途
と
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
二
つ
の
絵
図
は
壬
申
絵
図
に
関
わ
る
絵
図
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
、

安
国
寺
村
の
絵
図
は
、
内
題
に
「
明
治
六
年
調
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
三
点
の
絵
図

は
図
中
の
記
述
か
ら
壬
申
絵
図
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
絵
図
の
内
容
を
み
る
と
、
山
口
村
と
米
子
瀬
村
の
絵
図
は
、
原
則
と
し

て
一
筆
ご
と
に
地
番
の
み
が
記
さ
れ
、
地
目
に
応
じ
た
着
色
が
な
さ
れ
、
田
畑
は
同

一
色
で
あ
る
。

　
次
に
、
安
国
寺
村
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、
出
田
氏
の
研
究
〔
出
田
二
〇
〇
九
〕
が

あ
る
。
本
図
の
詳
細
な
分
析
は
氏
の
研
究
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
内
容
を
み
る
と
、
原
則
と
し
て
一
筆
ご
と
に
地
番
と

地
目
、
所
有
者
が
記
さ
れ
、
地
目
に
応
じ
て
着
色
さ
れ
る
。
田
畑
は
同
一
色
で
塗
ら

れ
、
本
図
で
は
小
物
成
が
地
目
の
一
つ
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
林
部
分

で
は
樹
種
の
違
い
を
意
識
し
て
樹
木
が
描
か
れ
、
寺
院
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
、
三
点
の
絵
図
は
田
畑
を
同
一
色
で
塗
る
こ
と
、
山
林
部
分
に
精
粗
は
あ
れ
、

樹
木
を
描
く
点
で
共
通
す
る
。
実
際
、
そ
れ
ら
は
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
の
地
籍
図
群

の
壬
申
絵
図
の
特
徴
で
あ
る
し
、
安
国
寺
村
の
絵
図
に
あ
る
小
物
成
の
独
立
は
『
地

券
渡
方
規
則
』
第
二
六
条
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
寺
院
な
ど
家
屋
の
描
写
も
壬

申
絵
図
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。

　
こ
の
よ
う
な
旧
大
分
県
の
壬
申
絵
図
の
特
徴
を
ふ
ま
え
る
と
、
海
部
郡
網
代
浦
字

江
浦
（
現
津
久
見
市
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
保
管
）
の
絵
図
も
注
目
さ
れ
る
。
絵

図
に
は
「
豊
後
国
海
部
郡
十
六
小
区
網
代
浦
字
江
浦
地
引
絵
図
」
の
内
題
が
あ
る
が
、

年
号
や
戸
長
ら
の
署
名
は
な
く
、
写
と
み
ら
れ
る
。
描
写
内
容
は
田
畑
が
同
一
色
で
、

一
筆
ご
と
に
地
番
の
み
が
記
さ
れ
、
小
物
成
が
独
立
し
て
色
分
け
さ
れ
、
山
林
部
分

に
は
樹
木
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
右
で
み
た
壬
申
絵
図
の
特
徴
と
共
通
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
も
壬
申
絵
図
の
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
な
お
、
旧
大
分
県
の
壬
申
絵
図
は
、
田
畑
の
色
は
黄
色
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
色

で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
地
目
ご
と
の
配
色
は
原
則
と
し
て
各
郡
で
共
通
し
て
い
る
。

（
2
）小
倉
県

①
作
成
状
況

　
小
倉
県
に
お
け
る
壬
申
絵
図
の
作
成
は
、「
地
券
一
件
」（
桝
田
屋
城
家
文
書

（
2
（

、
大

分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
よ
っ
て
、
一
定
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
小
倉
県
で
は
明
治
五
年
一
一
月
四
日
に
地
券
発
行
が
布
達
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
一
月
一
七
日
、
宇
佐
村
（
現
宇
佐
市
）
で
開
催
さ
れ
た
区
長
会
議
で
は
、
七
ヶ
条

に
わ
た
っ
て
地
券
発
行
に
関
す
る
議
題
が
評
議
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
条
目
で
「
村
々

耕
地
絵
図
之
儀
」
と
し
て
、
小
村
は
一
二
枚
、
大
村
は
二
四
枚
の
紙
を
使
っ
て

「
坪
々
」
を
書
き
出
す
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
第
二
条
目
で
は
耕

地
番
号
が
議
題
と
な
り
、
耕
地
番
号
は
「
古
検
地
帳
」
や
「
天
保
十
四
卯
年
書
上
高

反
別
帳
番
号
」を
も
っ
て
書
き
出
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
地
券
一
件
」

に
は
明
治
五
年
一
〇
月
二
七
日
に
小
倉
県
北
部
の
企
救
・
京
都
・
仲
津
・
田
川
・
築

城
の
五
郡
（
現
福
岡
県
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
一
二
ヶ
条
に
お
よ
ぶ
伺
書
が
綴
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
一
条
目
に
、
壬
申
絵
図
を
作
成
す
る
上
で
の
伺
い
が
記
さ
れ

て
い
る
。

一
　 
村
〃
地
引
絵
図
仕
立
之
義
、
乍
恐
古
田
畠
之
分
ハ
水
帳
ニ
托
し
大
略
仕
、

新
開
大
縄
場
並
無
税
之
場
所
絵
図
ニ
委
敷
記
載
仕
候
得
者
簡
易
可
相
成
奉
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存
候

　
こ
の
文
言
か
ら
、
壬
申
絵
図
作
成
に
あ
た
っ
て
、「
古
田
畠
」
は
水
帳
に
依
拠
し
、

「
大
略
」
を
描
く
と
い
う
地
元
の
姿
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
す

る
小
倉
県
の
回
答
は
「
申
立
之
通
」
と
い
う
も
の
で
、
県
も
右
の
姿
勢
を
追
認
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
地
券
一
件
」に
よ
れ
ば
、
地
券
発
行
に
際
し
て
は「
耕

地
山
林
証
券
調
帳
」
と
よ
ば
れ
る
帳
簿
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
桝
田
屋
城
家
文
書
に

は
宇
佐
郡
城
村
（
現
宇
佐
市
）
の
分
が
伝
来
し
て
い
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
小
倉
県
の
壬
申
絵
図
は
、「
古
田
畠
」
は
大
略
を
描
い
た
こ
と
、

地
番
は
従
前
か
ら
あ
る
も
の
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
小
倉
県
は

地
券
発
行
が
完
了
せ
ず
、
中
途
で
地
租
改
正
事
業
に
移
行
し
た
と
い
う
〔
佐
藤
一
九

八
六
〕。
実
際
、
壬
申
絵
図
作
成
の
状
況
は
詳
ら
か
で
な
い
。

②
特

　徴

　
最
初
に
、「
地
券
一
件
」（
桝
田
屋
城
家
文
書
）
に
収
載
さ
れ
た
凡
例
を
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

　
小
倉
県
の
壬
申
絵
図
の
凡
例
は
、
海
・
川
・
溝
・
池
（
青
色
）、
田
（
白
色
）、
新

地
（
白
色
に
朱
点
）、
畠
（
黄
色
）、
屋
敷
畠
（
黄
色
を
白
枠
で
囲
む
）、
新
畠
（
黄

色
に
朱
点
）、
屋
敷
畠
之
内
是
迄
無
税
地
（
黄
色
に
朱
色
枠
の
白
点
）、
野
山
（
緑
色
）、

山
林（
灰
色
に
樹
木
を
描
く
）、
大
縄
場（
灰
色
）、
荒
地（
茶
色
）、
隠
地（
白
色
、「
ゴ

□
シ
」
と
記
さ
れ
る
）、
道
（
赤
線
）
の
一
三
種
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
小
倉
県
の
壬
申
絵
図
は
田
を
白
色
（
無
地
）
と
し
、
田
畑
を
異
な
る
配

色
と
し
た
こ
と
、
細
か
く
地
目
を
分
け
た
こ
と
、
た
だ
し
畑
地
と
屋
敷
は
色
で
区
別

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
小
倉
県
で
は
明
治
六
年
一
二
月
に
な
っ
て
大
区
小
区
制
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
大
区
の
記
載
が
な
い
地
籍
図
は
、
壬
申
絵
図
も
し
く
は
そ
れ
に
関

わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
現
存
す
る
小
倉
県
域
の
村
々
の
地
籍
図
を
み
る
と
、
宇
佐
郡
橋
津
村
の

絵
図
（
個
人
蔵
）・
同
郡
南
宇
佐
村
の
絵
図
（
宇
佐
神
宮
蔵
）・
同
郡
西
屋
敷
村
の
絵

図
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
、
い
ず
れ
の
村
も
現
宇
佐
市
）
の
三
点
で
大
区
の
記

述
が
な
い
（
後
掲
の
表
参
照
）。

　
さ
ら
に
、
記
載
内
容
を
み
る
と
、
原
則
と
し
て
一
筆
ご
と
に
字
名
・
地
番
が
記
さ

れ
、
地
目
に
応
じ
て
着
色
さ
れ
る
。
山
林
部
分
は
朱
書
で
地
番
が
記
さ
れ
、
樹
木
図

像
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
橋
津
村
の
も
の
は
樹
種
の
描
き
分
け
も
み
ら
れ
、
加
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え
て
神
社
の
建
物
や
石
垣
・
土
塁
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
3
）。
縮
尺
は
、

橋
津
村
の
絵
図
で
は
一
〇
間
一
寸
五
厘
、
南
宇
佐
村
の
絵
図
で
は
一
〇
間
五
歩
、
西

屋
敷
村
の
絵
図
は
「
一
〇
間
五
分
ノ
積
リ
」
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

縮
尺
の
不
統
一
は
、
壬
申
絵
図
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。

ま
た
、
橋
津
村
と
南
宇
佐
村
の
絵
図
は
戸
長
ら
の
署
名
の
み
で
、
西
屋
敷
村
の
絵
図

は
戸
長
ら
の
署
判
が
あ
る
も
の
の
、
縮
尺
は
「
一
〇
間
五
分
ノ
積
リ
」
な
ど
と
記
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
三
点
は
、
明
治
六
年
一
二
月
の
大
区
小
区
導
入
以
前
に
作
成

さ
れ
た
絵
図
、
す
な
わ
ち
壬
申
絵
図
の
写
も
し
く
は
控
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

西
屋
敷
村
の
絵
図
に
は
「
合
」
の
朱
印
が
一
筆
ご
と
に
捺
さ
れ
て
い
る
（
写
真
4
）。

こ
れ
は
、
地
租
改
正
時
の
照
合
作
業
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
後
述
す
る
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
の
地
籍
図
群
の
う
ち
、
宇
佐
郡
小
稲
村

（
現
宇
佐
市
院
内
町
）
の
も
の
は
明
治
一
五
年
四
月
に
謄
写
さ
れ
た
も
の
だ
が
、「
豊

前
国
第
九
拾
五
区
宇
佐
郡
小
稲
村
」
の
内
題
を
も
ち
、
原
本
作
成
時
の
区
長
麻
生
雄

三
ら
の
名
も
写
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
大
区
の
記
述
が
な
い
こ
と
、
区
長
名
な
ど

か
ら
、
原
本
は
壬
申
地
券
地
引
絵
図
と
判
断
さ
れ
る
。

　
旧
大
分
県
お
よ
び
小
倉
県
の
壬
申
絵
図
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
写
も
し
く
は
控

が
伝
存
し
て
お
り
、
原
本
と
明
確
に
認
め
ら
れ
る
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
宇
佐
郡
橋
津
村
の
も
の
は
「
耕
地
山
林
証
券
図
画
」
と
い
う
外
題
（
後
掲
の

表
参
照
）
も
含
め
て
、
描
写
内
容
も
原
図
を
よ
く
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、

臼
杵
市
立
図
書
館
と
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
が
、
壬
申
絵
図
を
最
も
ま
と
め
て
収
蔵

す
る
機
関
で
あ
る
。

❷
地
租
改
正
地
引
絵
図
に
つ
い
て

（
1
）旧
大
分
県

①
作
成
状
況

　
旧
大
分
県
で
の
地
租
改
正
は
、
明
治
六
年
九
月
三
日
に
各
大
区
ヘ
通
達
が
あ
り

（『
縣
治
概
略
』
第
四
）、
翌
年
四
月
一
九
日
に
は
「
地
租
改
正
ニ
付
人
民
心
得
書
」

が
布
達
さ
れ
て
い
る
（『
縣
治
概
略
』
第
五
）。
地
租
改
正
絵
図
の
作
成
経
緯
は
詳
ら

か
で
な
い
が
、『
縣
治
概
略
』
に
は
絵
図
に
関
す
る
布
達
が
散
見
す
る

（
3
（

。

　
そ
の
中
で
、
地
租
改
正
絵
図
作
成
の
様
子
を
端
的
に
物
語
る
の
が
、
明
治
九
年
五

月
九
日
付
の
「
租
第
五
拾
三
号

　
地
図
云
々
達
」
で
あ
る
（『
縣
治
概
略
』
第
一
二
）。

今
般
地
租
改
正
ニ
付
、
村
方
ニ
テ
相
製
候
地
図
ノ
義
、
兼
テ
達
置
候
次
第
モ
有
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之
候
處
、
既
ニ
調
製
差
出
候
区
内
モ
有
之
候
得
共
、
未
タ
着
手
セ
サ
ル
小
区
或

ハ
着
手
ス
ト
雖
モ
厚
ク
相
心
得
サ
ル
ヨ
リ
只
該
村
ノ
周
囲
及
本
道
ノ
ミ
ヲ
分
見

シ
畝
歩
盛
込
等
ニ
至
テ
ハ
旧
図
ヲ
暗
写
ス
ル
様
ノ
義
有
之
趣
不
都
合
ノ
事
ニ
候
、

尤
無
用
ノ
失
費
ヲ
省
キ
候
義
ハ
勿
論
ニ
候
得
共
、
元
来
地
図
ノ
義
ハ
実
地
点
検

後
証
ヲ
要
ス
ル
為
メ
相
設
ケ
候
モ
ノ
ニ
付
、
旧
図
ヲ
以
テ
席
上
ニ
暗
製
ス
ル
等

粗
漏
ニ
渉
リ
、
実
地
不
引
合
ノ
義
有
之
候
テ
ハ
第
一
改
正
重
要
ノ
御
旨
趣
ニ
違

反
シ
人
民
周
年
ノ
労
力
モ
徒
労
ニ
属
シ
候
義
ニ
付
、
区
戸
長
ニ
於
テ
モ
一
層
注

意
シ
右
様
粗
漏
無
之
様
一
村
所
属
ハ
枝
道
溝
渠
ニ
至
ル
迄
可
成
分
見
シ
、
畝
歩

等
実
地
ニ
就
キ
テ
綿
密
調
製
致
シ
候
様
、
篤
ト
説
諭
ヲ
加
ヘ
遅
緩
不
相
成
様
可

致
、
此
旨
相
達
候
事
（
読
点
な
ど
は
引
用
者
に
拠
る
）

　
こ
こ
で
は
、
地
租
改
正
絵
図
が
地
域
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
明
治
九
年
五
月
段
階

で
地
租
改
正
絵
図
を
提
出
し
て
い
な
い
村
が
あ
っ
た
こ
と
、
提
出
さ
れ
た
絵
図
に
は

壬
申
絵
図
を
写
し
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

　
ち
な
み
に
、
旧
大
分
県
の
地
租
改
正
は
、
そ
し
て
、
明
治
九
年
五
月
二
五
日
付
の

「
租
第
五
拾
九
号

　
改
租
御
指
令
済
達
」
と
同
年
六
月
二
二
日
付
の
「
租
第
七
拾
四

号
　
地
租
改
正
云
々
達
」（『
縣
治
概
略
』
第
一
二
）
が
改
正
業
務
終
了
を
伝
え
て
い

る
。
し
か
し
、
地
租
改
正
絵
図
の
作
成
は
、
地
租
改
正
業
務
終
了
を
宣
言
し
た
時
点

で
県
内
全
村
で
完
成
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
九
年
七
月
二
八
日
の
「
租
第

九
拾
壱
号
」
は
、「
地
押
絵
図
」
を
八
月
二
〇
日
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い

る
（『
縣
治
概
略
』
第
一
三
）。
さ
ら
に
、
明
治
九
年
一
一
月
二
二
日
の
「
租
番
外
三
」

で
は
「
地
租
改
正
ニ
付
地
押
絵
図
之
儀
ハ
、
租
第
九
拾
壱
号
ヲ
以
テ
相
達
候
通
最
早

成
功
可
致
之
處
、
今
以
テ
何
儀
モ
不
申
立
等
閑
打
過
候
小
区
モ
有
之
」
と
あ
り
、
隣

村
と
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
（『
縣
治
概
略
』
第
一
四
）。
な
お
、

こ
の
布
達
に
は
「
九
大
区
・
一
〇
大
区
除
キ
」
と
い
う
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
九
大
区
は
宇
佐
郡
、
一
〇
大
区
は
下
毛
郡
で
、
い
ず
れ
も
小
倉
県
に
属
し
て

い
た
地
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
明
治
九
年
一
一
月
に
は
小
倉
県
域
の
村
々
か
ら
は
地

租
改
正
絵
図
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

②
特

　徴

　
旧
大
分
県
の
地
租
改
正
絵
図
に
つ
い
て
、
ま
ず
地
目
ご
と
の
配
色
を
み
る
と
、
例

え
ば
駄
原
村
絵
図
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
の
凡
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
田
（
黄
色
）、
畑
（
朱
色
）、
宅
地
（
橙
色
）、
官
有
地
（
白
色
）、
山
林
・
原
野
・

薮
（
緑
色
）、
水
（
青
色
）、
他
村
（
灰
色
）、
道
路
（
朱
線
）
の
八
種
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
は
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
の
地
籍
図
群
や
臼
杵
市
立
図
書
館
の
地
租
改
正
絵

図
と
基
本
的
に
共
通
し
、
右
の
地
目
表
記
と
配
色
は
旧
大
分
県
の
地
租
改
正
絵
図
の

特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。
明
治
九
年
五
月
一
二
日
付
の
「
租
第
五
拾
四
号

　
地
引
絵
図

云
々
達
」
で
は
、
凡
例
や
色
分
け
、
縮
尺
を
明
記
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
も
の
の
、

具
体
的
な
事
柄
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（『
縣
治
概
略
』
第
一
二
）。
た
だ
し
、
右
で
み

た
よ
う
に
、
現
存
す
る
地
籍
図
は
原
則
と
し
て
地
目
ご
と
の
配
色
が
共
通
す
る
こ
と

か
ら
、
旧
大
分
県
が
統
一
基
準
を
示
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旧
大
分
県
で
は
壬
申
絵
図
と
地
租
改
正
絵
図
が
地
目
表
記
や
配
色

の
面
で
明
瞭
に
区
別
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
描
写
内
容
を
み
る
と
、
駄
原
村
絵
図

は
一
筆
ご
と
に
地
番
と
地
目
が
記
さ
れ
る
が
、
大
分
県
立
図
書
館
蔵
の
地
籍
図
群
も

み
る
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
分
県
立
図
書
館
に
は
多
く
の
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
が
所
蔵
さ
れ
、

同
館
は
大
分
県
で
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
を
最
も
ま
と
め
て
所
蔵
す
る
機
関
で
あ
る
。

今
回
の
共
同
研
究
で
は
一
一
八
点
が
調
査
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
地
籍
図
群
は
大
分

郡
・
速
見
郡
・
玖
珠
郡
・
宇
佐
郡
の
も
の
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
、
宇
佐
郡
の
も
の

は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
残
り
の
絵
図
の
う
ち
、
地
租
改
正
絵
図
と
み
ら
れ
る
も

の
は
大
分
郡
の
も
の
が
二
六
点
、
速
見
郡
と
玖
珠
郡
の
も
の
が
各
々
一
点
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
大
分
郡
関
園
村（
現
大
分
市
）は
明
治
九
年
三
月
、
同
郡
直
野
内
山
村（
現

由
布
市
庄
内
町
）
は
同
九
年
八
月
の
年
紀
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
二
点
以
外
は
作
成
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年
代
が
明
確
で
な
い
。

　
縮
尺
に
つ
い
て
は
明
治
九
年
一
月
二
五
日
付
の
「
租
第
六
号

　
地
引
絵
図
調
製
方

云
々
達
」
で
は
、
絵
図
の
縮
尺
を
一
〇
間
一
歩
五
厘
を
基
本
と
し
、
一
間
五
厘
で
も

許
可
す
る
と
し
た
（『
縣
治
概
略
』
第
一
一
）。
し
か
し
、
大
分
県
立
図
書
館
の
地
籍

図
群
を
み
る
と
、
一
間
五
厘
の
他
に
一
間
三
厘
の
も
の
も
確
認
で
き
、
一
間
五
厘
が

七
町
村
、
一
間
三
厘
が
八
ヶ
村
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
旧
大
分
県
の
地
租
改

正
絵
図
に
関
し
て
は
、
小
区
ご
と
に
特
色
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
三
河
・
川

名
二
〇
〇
五
〕。
縮
尺
の
面
で
い
え
ば
、
第
三
大
区
十
一
小
区（
現
在
の
由
布
市
庄
内
）

の
三
ヶ
村
で
は
「
一
間
六
尺
」
の
表
記
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
旧
大
分
県
と
小
倉
県
の
地
租
改
正
絵
図
の
作
成
過
程
な
ど
を
概
観
し
た
。

旧
大
分
県
で
は
、
絵
図
の
完
成
は
遅
れ
、
前
で
触
れ
た
よ
う
に
「
旧
図
ヲ
暗
写
ス
ル

様
ノ
義
有
之
趣
不
都
合
ノ
事
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
旧
図
す
な
わ
ち
壬
申
絵
図

を
書
写
す
る
村
が
所
在
し
た
こ
と
、
小
倉
県
で
は
壬
申
絵
図
が
地
租
改
正
絵
図
に
転

用
さ
れ
得
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
両
県
で
の
地
租
改
正
絵
図
の
作
成
ひ
い
て
は

地
租
改
正
事
業
が
、
い
わ
ば
壬
申
地
券
発
時
の
成
果
に
立
脚
す
る
部
分
が
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
2
）小
倉
県

①
作
成
状
況

　
明
治
六
年
一
二
月
二
二
日
付
の
「
小
倉
県
第
百
五
十
五
号
」
に
よ
れ
ば
、
小
倉
県

で
は
翌
七
年
一
月
か
ら
地
租
改
正
事
業
に
着
手
す
る
と
し
、
同
年
三
月
二
四
日
付
の

「
小
倉
県
第
四
十
四
号
」
で
は
四
月
一
日
か
ら
官
員
を
管
内
に
派
遣
し
、
郡
ご
と
に

「
調
所
」
を
設
置
す
る
こ
と
、「
調
所
」
で
は
地
租
改
正
の
事
務
と
地
押
調
査
等
を
取

り
扱
う
こ
と
を
定
め
て
い
る

（
4
（

。
そ
し
て
、
明
治
七
年
三
月
二
九
日
付
の
「
小
倉
県
第

三
十
四
号
」
で
一
九
条
か
ら
な
る
「
地
押
条
例
」
を
通
達
し
て
い
る
（「
地
租
改
正

一
件
」、
桝
田
屋
城
家
文
書
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）。

　
こ
の
う
ち
、
地
租
改
正
絵
図
に
関
わ
っ
て
留
意
さ
れ
る
条
文
と
し
て
第
六
条
と
第

七
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
第
六
条
で
は
、「
昨
癸
酉
年
外
地
押
」
の
時
に
「
一
筆
限
十
字
絵
図
」
を

作
成
し
た
が
、
今
回
は
村
方
の
控
帳
に
認
め
る
も
の
の
、
提
出
は
不
要
と
し
て
い
る
。

次
に
、
第
七
条
で
は
各
村
で
下
調
べ
が
終
了
し
帳
簿
が
で
き
た
段
階
で
官
員
が
調
査

に
行
く
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
際
に
は
「
村
〃
大
絵
図
」
を
事
前
に
提
出
す
る
よ
う
に

定
め
て
い
る
。
こ
の
大
絵
図
は
、「
昨
癸
酉
年
地
券
局
ヨ
リ
相
達
候
通
、
田
畑
宅
地

一
筆
限
境
引
并
山
林
原
野
海
川
溜
溝
色
分
ケ
方
、
其
外
都
テ
詳
細
取
調
可
差
出
事
」

と
規
定
し
て
お
り
、
地
租
改
正
絵
図
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
七
年
七
月
六
日
に
宇
佐
郡
（
現
宇
佐
市
）
を
管
轄
し
た
四
日
市

地
租
調
所
が
出
し
た
通
達
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
　 

昨
年
地
押
ニ
付
差
出
候
大
絵
図
相
渡
シ
可
申
ニ
付
、
仮
番
相
設
ケ
有
之
候

荒
地
・
山
林
原
野
・
社
寺
其
外
悉
地
番
号
出
入
改
正
帳
簿
と
一
同
ニ
差
出

可
申
候
事

　
　 

但
、
最
前
相
達
候
通
耕
地
・
宅
地
ニ
而
仮
令
ハ
五
百
番
迄
ニ
終
リ
居
候

ハ
ゝ
五
百
一
番
、
五
百
二
番
、
五
百
三
番
之
荒
地
・
原
野
・
山
林
・
社
寺

其
他
之
種
類
混
同
者
不
苦
候
ニ
付
、
実
地
ノ
景
状
ニ
拠
片
押
ニ
番
号
相
加

え
可
申
、
尤
川
溝
道
者
成
可
ク
ハ
未
番
ニ
致
候
様
可
相
心
得
事

　
こ
こ
で
い
う
「
大
絵
図
」
は
、「
昨
年
地
押
ニ
付
差
出
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

壬
申
絵
図
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
、
右
の
通
達
は
大
絵
図
を
い
っ
た
ん
地
元
に
戻
し

て
、
帳
簿
類
と
と
も
に
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
倉

県
で
は
壬
申
地
券
の
発
行
は
完
了
し
な
か
っ
た
が
、
宇
佐
郡
域
で
は
壬
申
絵
図
が
作

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
う
し
た
壬
申
絵
図
が
地
租
改
正
絵
図
に
転
用
さ
れ
得
た
こ

と
が
窺
え
る
。
な
お
、
小
倉
県
の
地
租
改
正
は
、
明
治
八
年
六
月
一
〇
日
の
布
達
に

よ
っ
て
前
年
で
改
正
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
が
わ
か
る

（
5
（

。
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②
特

　徴

　
前
述
し
た
行
政
区
画
の
変
遷
を
ふ
ま
え
た
時
、
表
題
な
ど
に「
第
～
大
区
～
小
区
」

の
記
述
が
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
「
明
治
七
年
改
正
」
と
い
う
地
租
改
正
事
業
に
関

わ
る
記
載
が
あ
る
も
の
が
小
倉
県
の
地
租
改
正
絵
図
も
し
く
は
そ
れ
に
関
わ
る
も
の

と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
規
準
で
、
小
倉
県
域
の
村
々
の
地
籍
図
を
み
る
と
、
宇
佐
郡
上
高
家

村
絵
図
、
同
郡
城
村
絵
図
、（
い
ず
れ
も
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）、
同
郡
久
兵
衛

新
田
絵
図
（
広
瀬
資
料
館
蔵
）
あ
る
い
は
同
郡
日
足
村
絵
図
（
個
人
蔵
）
の
四
点
を

地
租
改
正
絵
図
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
久
兵
衛
新
田
の
も
の

は
、「
日
田
広
瀬
控
」
の
朱
書
が
あ
り
、
控
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、

城
村
の
も
の
は
戸
長
城
家
が
独
自
に
書
写
し
た
も
の
で
、
凡
例
に
「
自
家
所
有
地
」

と
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
（
写
真
5
）。
ま
た
、
日
足
村
の
も
の
は
図
中
に
「
明
治

十
六
年
三
月
廿
二
日
写
之
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
地
籍
編
成
で
み
ら
れ
る
道
や
溝
に

地
番
も
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
書
写
の
契
機
は
明
確
で
な
い
。
上
高
家
村
の
絵
図
も
、

法
量
か
ら
し
て
明
ら
か
に
縮
小
さ
れ
た
も
の
で
、
写
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
地
目
の
配
色
は
基
本
的
に
壬
申
絵
図
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か

し
、
壬
申
絵
図
と
異
な
る
点
と
し
て
、
建
物
の
描
写
あ
る
い
は
山
林
に
お
け
る
樹
木

図
像
が
な
く
な
る
こ
と
、
本
・
新
田
や
本
・
新
畑
の
区
別
が
な
く
な
り
、
凡
例
の
数

が
減
る
こ
と
、
屋
敷
は
「
宅
地
」
と
表
現
さ
れ
て
一
つ
の
地
目
と
し
て
独
立
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
描
写
内
容
の
特
徴
も
ふ
ま
え
て
、
小
倉
県
域
の
地
籍
図
を
み
る
と
、
地

租
改
正
絵
図
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
宇
佐
郡
尾
永
井
村
絵
図
（
個
人
蔵
）

と
同
郡
金
丸
村
絵
図
（
個
人
蔵
、
い
ず
れ
の
村
も
現
宇
佐
市
）
の
二
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る

（
6
（

。
前
者
は
、
図
中
に
文
字
情
報
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宅
地
が
図
中

で
特
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
租
改
正
絵
図
の
写
と
考
え
る
。
後

者
は
、
宅
地
が
畑
と
同
一
色
で
特
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
山
林
部
分
に
は
樹
木
図
像
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
壬
申
絵
図
の
可
能
性
も
あ
る
が
、「
区
長
樋
田
魯
一
」
と
記
さ
れ
、

金
丸
村
が
所
在
す
る
地
域
で
樋
田
が
「
区
長
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
明
治
六
年
一
二
月

の
大
区
小
区
制
導
入
後
の
こ
と

（
7
（

で
あ
り
、
図
中
で
宅
地
は
赤
丸
が
付
け
ら
れ
畑
と
区

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
は
地
租
改
正
絵
図
に
関
わ
る
も
の
と
し
た
。

な
お
、
金
丸
村
の
絵
図
は
図
中
に
「
明
治
十
八
年
十
二
月
十
五
日

　
謄
写
人
長
野
良

三
郎
」
と
あ
る
が
、
地
籍
編
成
で
み
ら
れ
る
道
や
溝
に
地
番
も
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

書
写
の
契
機
は
明
確
で
な
い
。
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地
租
改
正
絵
図
に
つ
い
て
、
現
在
の
所
確
認
で
き
て
い
る
小
倉
県
の
現
存
例
は
ほ

と
ん
ど
が
控
も
し
く
は
写
で
、
原
図
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
一
方
、
旧
大
分
県
の

地
租
改
正
絵
図
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
が
典
型
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
よ
う
。

❸
地
籍
編
成
地
籍
地
図
に
つ
い
て

①
作
成
状
況

　
旧
大
分
県
で
は
明
治
八
年
二
月
二
三
日
付
の
丙
第
廿
二
号
（『
縣
治
概
略
』
第
七
）

で
地
籍
編
成
取
調
の
布
達
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
明
確
で
な
い
。

ま
た
、
小
倉
県
で
も
明
治
九
年
段
階
の
合
併
ま
で
地
籍
編
成
事
業
が
遂
行
さ
れ
た
か

ど
う
か
、
現
段
階
で
は
不
詳
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
籍
編
成
の
動
向
が
確
認
で
き
る
の
は
、
小
倉
県
と
旧
大
分

県
の
合
併
後
の
明
治
一
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
明
治
一
二
年
一
〇
月
二
五
日

付
の
「
租
達
第
三
拾
三
号

　
地
籍
編
製
之
達
」（『
縣
治
概
略
』
第
廿
五
）
は
、
明
治

八
年
に
地
籍
編
成
の
布
達
を
出
し
た
も
の
の
「
地
租
改
正
・
郡
村
改
革
等
ニ
テ
荏
苒

押
移
候
得
共
到
底
調
査
ヲ
遂
ケ
サ
レ
ハ
往
々
不
都
合
ニ
付
自
今
着
手
ノ
積
リ
ニ
候

条
」
と
調
査
が
滞
っ
て
い
る
状
況
を
伝
え
、「
至
急
取
調
方
着
手
可
致
、
此
旨
相
達

候
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
一
八
日
に
は
地
籍
編
成
の
管
内
の

と
り
ま
と
め
を
明
治
一
三
年
三
月
と
命
じ
て
い
る
（『
縣
治
概
略
』
第
廿
五
）。
そ
の

後
の
地
籍
編
成
の
経
緯
は
明
確
で
な
い
が
、
明
治
一
五
年
三
月
二
四
日
付
の
大
分
県

乙
第
四
四
号
は
、「
荒
地
鍬
下
地
年
季
明
并
地
目
変
換
地
・
地
価
修
正
及
地
籍
編
纂

取
調
」
の
た
め
、
官
員
が
出
張
し
た
折
に
は
関
係
書
類
を
整
え
る
こ
と
を
通
達
し
て

い
る
（『
大
分
県
報
』
大
分
県
公
文
書
館
蔵
）。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
明
治
一
五
年
三

月
段
階
に
は
地
籍
編
成
が
各
地
で
一
定
程
度
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
地
籍
編
成
地
籍
地
図
（
以
下
、
地
籍
地
図
と
略
す
る
）
の
作
成
経
緯
の
詳

細
は
、
現
段
階
で
は
諸
史
料
で
確
認
で
き
な
い
。

②
特

　徴

　
大
分
県
に
お
い
て
、
地
籍
地
図
の
分
析
は
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。

そ
の
中
で
、
地
籍
地
図
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
べ
き
絵
図
が
あ

る
。

　
一
つ
は
、
大
分
県
立
図
書
館
蔵
の
地
籍
図
群
の
う
ち
、
明
治
一
五
～
一
九
年
に
謄

写
さ
れ
た
宇
佐
郡
の
絵
図
で
あ
る
。
前
述
し
た
小
稲
村
以
外
は
、「
明
治
七
年
改
正
」
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の
文
言
な
ど
が
あ
り
、
地
租
改
正
絵
図
を
謄
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
原
則
と
し
て
川
や
溝
・
溝
に
地
番
が
付
さ
れ
て
い
る
（
写
真
6
）。
前
述
し
た
よ

う
に
、
小
倉
県
で
は
明
治
七
年
七
月
六
日
の
四
日
市
地
租
調
所
の
通
達
に
「
川
溝
道

者
成
可
ク
ハ
未
番
ニ
致
候
様
可
相
心
得
事
」
と
あ
り
、
実
際
に
小
倉
県
の
地
租
改
正

絵
図
を
み
て
も
溝
や
道
に
地
番
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
、
地
目

と
し
て
寺
社
や
堂
宇
や
そ
の
跡
地
が
独
立
し
て
色
分
け
さ
れ
る
な
ど
、
謄
写
さ
れ
た

地
籍
図
に
は
地
域
の
土
地
利
用
の
在
り
方
を
よ
り
明
瞭
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
作
成

背
景
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
籍
編
成
は
官
・
民
有
地
の
土
地
全
体
に
地
籍
を
編
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
り
、
地
籍
地
図
で
は
道
路
や
堤
防
・
水
路
の
敷

地
な
ど
に
も
改
め
て
地
番
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。

こ
の
点
も
ふ
ま
え
る
と
、
大
分
県
立
図
書
館
蔵
の
宇
佐
郡
の
地
籍
図
群
は
地
籍
編
成

に
伴
い
、
地
租
改
正
絵
図
な
ど
を
謄
写
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
ち
な
み

に
、
宇
佐
郡
は
小
倉
県
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
絵
図
は
小
倉
県
の
地
租
改
正
絵
図
の
配

色
を
踏
襲
し
、
基
本
的
に
水
田
を
白
色
（
無
地
）
と
す
る

（
8
（

。
調
査
し
た
三
三
点
の
う

ち
、
三
一
点
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、
残
り
の
二
点
は
田
（
黄
色
）、
畑
（
桃
色
）、
宅
地

（
橙
色
）
と
い
う
旧
大
分
県
の
地
租
改
正
絵
図
の
配
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
配
色
の
違
い
は
、
謄
写
に
際
し
て
配
色
は
従
前
の
絵
図
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
場

合
と
大
分
県
の
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
な
お
、
宇
佐
郡
浜
高
家
村
の
絵
図
（
現
宇
佐
市
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
は
、

「
明
治
十
六
年
七
月
謄
写
」
と
あ
り
、
謄
写
当
時
の
戸
長
の
署
判
が
あ
る
。
こ
の
絵

図
も
道
路
や
溝
な
ど
に
も
地
番
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
地
籍
編
制
に
伴
い
謄
写
作
成

さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
、
原
図
が
壬
申
絵
図
か
地
租
改
正
絵
図
か
は
、

文
字
情
報
も
な
く
詳
ら
か
で
な
い
。

　
次
に
留
意
さ
れ
る
も
の
が
、
速
見
郡
立
石
村（
現
杵
築
市
山
香
町
）の
全
村
図（
写

真
7
）
と
字
限
図
（
字
本
町
と
字
山
口
、
写
真
8
）
お
よ
び
凡
例
（
い
ず
れ
も
大
分

県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
で
あ
る
。
字
限
図
は
、
一
筆
ご
と
に
地
番
と
地
目
・
面
積
が

記
さ
れ
、
道
や
溝
に
も
地
番
が
付
さ
れ
て
い
る
。
地
目
ご
と
に
着
色
さ
れ
、
図
中
に

は
「
総
数
七
拾
六
枚
之
内
、
五
拾
壱
番
字
山
口
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
凡
例
が
独
立
し
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
地
目
と
各
々
の
色
名
、
さ
ら
に
色
の

内
訳
、
縮
尺
、
製
図
人
の
記
載
が
あ
る
。
ま
ず
、
地
目
と
そ
の
色
名
お
よ
び
色
の
内

訳
を
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
官
有
地（
白
、
無
地
）、
田
地（
黄
、
雌
黄
）、
畑
地（
紅
、
淡
猩
臙
脂
）、
宅
地（
白

茶
、
大
赭
石
）、
山
林
（
萌
黄
、
五
黄
・
五
藍
）、
原
野
（
草
、
六
黄
・
四
藍
）、
埋

葬
地
（
焦
茶
、
五
臙
・
五
墨
）、
堤

　
塘
（
鶯
茶
、
三
黄
・
三
藍
・
四
墨
）、
水
地
（
水

色
、
藍
）、
他
村
（
薄
墨
、
淡
墨
）、
畦
畔
（
中
墨
、

　
濃
墨
）、
道
路
（
赤
、
濃
朱
）

　
他
に
、
字
界
・
村
界
・
郡
界
が
示
さ
れ
、
宅
地
部
分
に
は
寺
社
各
々
で
マ
ー
ク
が

定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
製
図
人
は
、
立
石
村
の
胡
麻
鶴
岩
八

（
9
（

と
向
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野
村
（
現
杵
築
市
山
香
町
）
の
大
内
範
二
の
二
人
で
、
更
正
地
図
作
成
以
前
の
明
治

一
九
年
五
月
に
完
成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
縮
尺
は
全
村
図
で
一
間

曲
尺
一
厘
（
六
千
分
の
一
）、
字
限
図
は
一
間
曲
尺
一
歩
（
六
百
分
の
一
）
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
立
石
村
に
関
わ
る
一
群
の
地
籍
図
は
、
凡
例
の
地
目
の
冒
頭
が
官
有
地
で

あ
る
こ
と
、
地
番
や
全
村
図
の
小
字
が
更
正
地
図
と
異
な
る
こ
と
、
道
や
溝
な
ど
に

地
番
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
地
籍
地
図
の
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
大
分
県
で
は
地
籍
編
成
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
に

は
、
従
前
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
な
ど
を
謄
写
し
作
成
さ
れ
た
も
の
、
一
方
で
新
た

に
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
も
の
の
二
種
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

❹
地
押
調
査
更
正
地
図

①
作
成
状
況

　
更
正
地
図
は
、
明
治
一
八
年
二
月
付
に
布
達
さ
れ
た
「
地
押
調
査
ノ
件
」
に
始
ま

る
一
連
の
調
査
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
更
正
地
図
は
、
一
筆
図
と
字
限
図

お
よ
び
全
村
図
と
い
う
三
種
類
の
地
図
の
作
成
が
指
示
さ
れ
た
と
い
う
が
、

現
在
法
務
局
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
は
基
本
的
に
字
限
図
で
あ
る
。

全
村
図
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
大
分
県
立
図
書
館
―
大
分
郡
の
村
を
中
心

に
五
六
点
を
確
認
し
て
い
る
―
や
臼
杵
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
状
況
は
更
正
地
図
移
管
の
際
に
分
離
し
た
た
め
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
〔
三
河
・
川
名
二
〇
〇
五
〕。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
法
務
局
な
ど
で
確
認
で
き
る
更
正
地
図
の
調
整
年
を

み
る
と
、
例
え
ば
国
東
半
島
域
を
み
て
も
、
国
東
半
島
東
部
の
西
安
岐
村

大
字
吉
松
（
現
国
東
市
安
岐
町
）
で
は
明
治
二
四
年
五
月
、
南
安
岐
村
大

字
山
口
（
現
国
東
市
安
岐
町
）
で
は
明
治
二
五
年
一
月
な
ど
と
「
土
地
台

帳
規
則
」
施
行
以
後
に
調
整
さ
れ
た
も
の
が
確
認
で
き
る
。
現
段
階
で
、

大
分
県
全
体
で
更
正
地
図
の
調
整
年
は
明
確
に
な
し
得
な
い
が
、
明
治
二

四
・
五
年
に
完
成
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
更
正
地
図
の
作
成
は
、
地
租
改
正
絵
図
な
ど
と
同
じ
く
、
地
元
に
測
量

調
整
が
委
託
さ
れ
た
。
玖
珠
郡
岩
室
村
（
現
玖
珠
町
）
の
望
月
家
に
は
地
押
調
査
段

階
の
測
量
日
誌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
地
押
地
図
の
作
成
経
過
を
一
定
度
知
る
こ
と
が

で
き
る
（
望
月
家
文
書
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
蔵
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岩
室
村

で
は
明
治
一
九
年
二
月
に
ま
ず
地
元
の
作
成
責
任
者
で
あ
る
「
地
主
惣
代
」
な
ど
が

投
票
で
決
ま
り
、
同
年
五
月
か
ら
「
地
押
測
量
」
が
開
始
さ
れ
た
。
調
査
は
少
な
く

と
も
翌
二
〇
年
二
月
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、「
測
量
日
誌
」
の
記
述
は

二
月
一
二
日
の
後
は
八
月
一
日
ま
で
記
載
が
な
く
、
調
査
の
完
了
時
期
は
不
明
で
あ

る
。

　
な
お
、
更
正
地
図
の
作
成
は
外
部
に
委
託
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
朝
来

村
大
字
明
治
（
現
国
東
市
安
岐
町
）
で
は
宇
佐
郡
神
子
山
新
田
（
現
宇
佐
市
）
の
上

条
直
次
郎
と
西
国
東
郡
佐
野
村
（
現
豊
後
高
田
市
）
の
伊
東
當
十
郎
が
、
あ
る
い
は

富
来
村
大
字
浜
崎
（
現
国
東
市
国
東
町
）
で
は
島
根
県
那
賀
郡
追
原
村
の
岡
田
徳
三
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郎
が
更
正
地
図
を
調
整
し
て
い
る
。

②
特

　徴

　
更
正
地
図
は
、
一
筆
ご
と
に
地
目
と
地
番
、
等
級
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
筆

内
に
「
丁
三
」
な
ど
の
よ
う
に
耕
地
の
枚
数
を
記
す
場
合
が
あ
り
、
東
国
東
郡
成
仏

村
や
横
手
村
（
と
も
に
現
国
東
市
国
東
町
）
な
ど
の
山
間
部
の
村
で
多
く
確
認
で
き

る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、『
地
図
調
整
式
』
の
第
十
二
項
に
あ
る
「
棚
田
ノ
如
キ
一

筆
内
細
小
ノ
区
画
ア
リ
テ
一
々
畦
畔
ヲ
記
入
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
、
枚
数
ヲ
掲
記
シ
、
別

紙
ニ
記
載
添
付
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
」〔
佐
藤
一
九
八
六
〕
と
い
う
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。

そ
し
て
、「
丁
三
」
と
い
っ
た
記
載
は
、
更
正
地
図
に
描
か
れ
た
地
割
が
必
ず
し
も

現
地
の
状
況
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
に
示
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い

よ
う
。

　

　
ち
な
み
に
、
大
分
県
で
は
、
更
正
地
図
の
写
が
個
人
に
所
蔵
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

前
述
し
た
玖
珠
郡
岩
室
村
の
望
月
家
が
そ
の
一
例
で
あ
る
し
、
宇
佐
郡
金
丸
村
（
現

宇
佐
市
）
で
は
更
正
地
図
を
調
整
し
た
方
の
も
と
に
、
一
村
全
体
の
字
限
図
の
写
が

伝
わ
る
。
こ
の
他
、
溜
池
築
造
な
ど
の
諸
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
写
さ
れ
、
結
果

と
し
て
事
業
の
中
心
に
な
っ
た
家
な
ど
に
伝
存
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
西
国

東
郡
草
地
村（
現
豊
後
高
田
市
）の
深
迫
池
な
ど
築
造
の
際
に
は
、
築
造
場
所
と
な
っ

た
地
の
字
限
図
が
写
さ
れ
て
い
る
（
鴛
海
家
文
書
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）。

あ
る
い
は
、
明
治
四
二
年
に
東
国
東
郡
富
来
町
大
字
深
江
（
現
国
東
市
国
東
町
）
が

耕
地
改
良
事
業
を
実
施
し
た
際
に
は
、
事
業
対
象
地
と
な
る
小
字
の
字
限
図
を
写
し
、

接
合
し
た
図
面
（
深
江
耕
地
整
理
地
区
現
形
図
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
こ
う
し
た

事
例
は
、
更
正
地
図
が
土
地
に
関
す
る
基
礎
図
面
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
更
正
地
図
作
成
に
関
わ
る
資
料
類
は
少
な
く
な
い
。
一
筆
図
を
集
成
し
た

「
野
取
帳
」
や
調
査
の
経
緯
を
伝
え
る
「
落
地
取
調
帳
」
な
ど
の
帳
簿
類
は
、
例
え

ば
望
月
家
文
書
や
旧
国
見
町
熊
毛
支
所
文
書
（
大
分
県
公
文
書
館
蔵
）
な
ど
に
ま
と

ま
っ
て
伝
存
す
る
。
特
に
、
熊
毛
支
所
文
書
は
地
押
調
査
段
階
の
帳
簿
類
が
ま
と

ま
っ
て
伝
存
し
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
大
分
県
で
は
一
連
の
「
地
押
調
査
」
で
小
字
の
統
合
と
地
番
の
付
け

替
え
が
実
施
さ
れ
、
地
番
は
一
村
の
通
し
番
号
で
あ
っ
た
。
豊
後
高
田
市
田
染
出
張

所
蔵
の
資
料
群
に
は
、「
新
旧
字
番
号
対
照
表
」
と
題
す
る
、
新
旧
の
字
名
と
地
番

を
対
照
さ
せ
た
帳
簿
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
帳
簿
が
各
村
で
作
成
さ
れ
た
は
不
明
と

い
う
他
な
い
が
、
あ
る
意
味
村
役
場
で
こ
う
し
た
対
照
表
を
必
要
と
し
た
ほ
ど
、
大

分
県
の
「
地
押
調
査
」
で
は
小
字
統
合
と
地
番
の
付
け
替
え
が
徹
底
し
た
と
も
い
え

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、「
地
押
調
査
」
は
地
名
と
い
う
歴
史
資
料
の
消
滅
の
大
き
な

要
因
と
も
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
大
分
県
の
場
合
、
明
治
期
の
地
籍
図
と
い
う
と
、
更
正
地
図
を
指
す
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
実
際
に
法
務
局
や
市
役
所
・
町
村
役
場
あ
る
い
は
個
人
と
各
所
に
伝

存
す
る
。
し
か
し
、
更
正
地
図
に
比
べ
る
と
、
壬
申
絵
図
や
地
租
改
正
絵
図
、
地
籍

地
図
は
伝
存
例
が
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
た
、
そ
の
多
く
は
地
域
か
ら
離
れ
る
形
で

図
書
館
や
博
物
館
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
大
分
県
に
お
け
る
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
が
、
最

後
に
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
と
近
世
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

旧
大
分
県
お
よ
び
小
倉
県
の
壬
申
絵
図
や
地
租
改
正
絵
図
で
は
、
縮
尺
表
現
な
ど
で

大
区
ご
と
の
違
い
な
ど
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
近
世
の
支
配
領
域
あ
る
い
は
郡
な
ど

の
単
位
で
配
色
や
表
現
が
大
き
く
異
な
る
事
例
は
、
現
在
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
確
認
で
き
る
点
と
し
て
留
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
番
す
な
わ
ち

土
地
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
小
倉
県
宇
佐
郡
で
は
、
壬

申
地
券
作
成
の
際
に
耕
地
番
号
（
地
番
）
は
「
古
検
地
帳
」
や
「
天
保
十
四
卯
年
書

上
高
反
別
帳
番
号
」な
ど
を
も
と
に
し
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
天
保
一
四
年（
一

八
四
三
）
の
帳
簿
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
天
保
一
四
年
の
宇
佐
郡
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域
で
は
耕
地
に
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
東
郡
中

田
村
（
現
国
東
市
国
東
町
）
の
庄
屋
中
野
家
に
関
わ
る
史
料
群
（
国
東
市
歴
史
体
験

学
習
館
保
管
）
中
の
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
作
成
の
「
田
方
番
附
帳
」
で
も
、
地

番
が
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
速
見
郡
真
那
井
村
（
現
日
出
町
）
の
絵
図
（
渡
辺

家
文
書
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
蔵
）
は
、
耕
地
に
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
い

わ
ば
、
こ
れ
ら
は
一
部
の
例
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
政
府
に
よ
る
一
連
の
土
地
政
策
の

出
発
点
で
あ
る
壬
申
地
券
発
行
は
、
近
世
に
付
け
ら
れ
た
地
番
を
一
つ
に
は
基
礎
と

し
た
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
近
世
の
権
力
に
よ
る
土
地
把
握
の
成
果
に
立
脚
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
壬
申
地
券
発
行
段
階
で
の
調
査
成

果
は
、
地
租
改
正
事
業
に
も
援
用
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
近
世
の
成
果
を
清
算
し

よ
う
と
し
た
の
が
、「
地
押
調
査
ノ
件
」
に
始
ま
る
一
連
の
調
査
と
更
正
地
図
の
作

製
で
あ
っ
た
。

　
小
稿
は
、
限
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
課
題
も
多
い
。
例
え
ば
、
各
種
地
籍
図
の
悉
皆
調
査
や
関
連
資
料
の
詳
細
な

分
析
、
小
倉
県
の
地
籍
図
は
宇
佐
市
以
外
で
は
未
調
査
の
状
況
に
あ
る
こ
と
、
あ
る

い
は
郡
ご
と
の
地
籍
図
の
詳
細
な
比
較
検
討
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
） 　
小
倉
県
の
行
政
区
画
の
変
遷
は
、『
福
岡
県
史
料
叢
書

　
第
五
輯
』（
一
九
四
九
年
、
の
ち
に

『
福
岡
県
史
資
料
』
別
輯
と
し
て
一
九
七
三
年
に
名
著
出
版
か
ら
復
刻
）
お
よ
び
小
野
精
一
『
大

宇
佐
郡
史
論
』（
一
九
三
一
年
、
一
九
七
二
年
に
再
刊
）
な
ど
に
基
づ
く
。

（
2
） 　
桝
田
屋
城
家
文
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
「
桝
田
屋
城
家
文
書
目
録
」〔『
大
分
県

立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
7
、
二
〇
〇
六
年
〕
を
参
照
。

（
3
） 　『
縣
治
概
略
』
に
は
、
地
租
改
正
業
務
に
伴
う
各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
ま
と
め
た
「
大

分
県
地
租
改
正
指
令
日
報
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
縣
治
概
略
』
第
八
）。
こ
れ
を
み
る
と
、

地
租
改
正
絵
図
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
た
だ
し
、
絵
図
作
成
の
前
提
と
な
る
土
地
の
丈
量
に

つ
い
て
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

　
　 

　
例
え
ば
、
明
治
七
年
一
〇
月
三
日
付
の
第
五
大
区
一
四
小
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
伺
（
二
八
ヶ

註

条
）
の
第
二
条
に
は
「
従
前
用
来
候
反
別
ハ
其
藩
々
区
々
ノ
方
法
ヲ
以
地
押
検
地
等
致
シ
、
或

ハ
数
年
来
歩
数
不
改
モ
有
之
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
壬
申
地
券
発
行
に
お
け
る
調
査
も
統
一

し
た
間
竿
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
、
同
条
に
よ
れ
ば
第
五
大
区
で
は

六
尺
三
寸
竿
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
県
は
間
竿
に
つ
い
て
は
疑
義
を

呈
し
て
い
な
い
。

（
4
） 　『
福
岡
県
史
料
叢
書

　
第
四
輯
』（
一
九
四
九
年
、
の
ち
に
『
福
岡
県
史
資
料
』
別
輯
と
し
て

一
九
七
三
年
に
名
著
出
版
か
ら
復
刻
）。
な
お
、
明
治
七
年
三
月
二
四
日
付
の
「
小
倉
県
第

四
十
四
号
」
は
、「
地
租
改
正
一
件
」
に
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
） 　
前
掲
註
（
4
）。

（
6
） 　
こ
の
他
、
宇
佐
郡
域
で
は
、
四
日
市
町
と
長
洲
村
（
と
も
に
現
宇
佐
市
）
の
地
租
改
正
絵
図

の
所
在
を
確
認
し
た
が
、
今
回
は
詳
細
調
査
に
至
ら
な
か
っ
た
。

（
7
）　
前
掲
註
（
1
）
の
小
野
著
書
。

（
8
） 　
水
田
を
白
色
と
し
た
も
の
の
う
ち
、
畑
地
も
小
倉
県
の
地
籍
図
を
踏
襲
し
黄
色
と
し
た
も

の
は
二
九
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
宅
地
を
橙
色
も
し
く
は
桃
色
で
特
化
し
た
も
の
は

一
五
点
を
数
え
る
。

（
9
） 　
胡
麻
鶴
岩
八
は
、
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
、『
豊
後
立
石
史
談
』（
一
九
二
三
年
、

一
九
七
七
年
に
歴
史
図
書
社
か
ら
復
刻
）
を
著
し
て
お
り
、
地
域
史
研
究
と
い
う
面
か
ら
重
要

な
人
物
で
あ
る
。

（
10
） 　
こ
の
図
は
縮
尺
は
一
二
〇
〇
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。『
豊
後
国
国
東
郷
の
調
査

　
本

編
』〔
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　
二
〇
〇
九
年
〕
に
付
図
と
し
て
収
載
し
た
。

佐
藤
甚
次
郎
『
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
』
古
今
書
院

　
一
九
八
六
年

出
田
和
久
「
大
字
一
畑
小
地
名
図
と
大
分
県
に
お
け
る
地
籍
図
の
作
成
」〔
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記

の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
『
豊
後
国
都
甲
荘
2
』　
一
九
八
九
年
〕。

三
河
雅
弘
・
川
名

　
禎
「
臼
杵
に
お
け
る
地
籍
図
類
の
作
成
経
緯
と
そ
の
特
色
」〔『
臼
杵
市
所
蔵
絵

図
　
資
料
群
調
査
報
告
書
』
臼
杵
市
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
五
年
〕。

出
田
和
久
「
壬
申
地
券
地
引
絵
図
の
可
能
性
の
あ
る
安
国
寺
部
落
絵
図
に
つ
い
て
」〔『
豊
後
国
国
東

郷
の
調
査

　
本
編
』
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　
二
〇
〇
九
年
〕。

参
考
文
献
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［大分県の地籍図］……櫻井成昭

（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
16

3
集
　

20
11
年

3
月 表 1　大分県内の地籍図類（旧小倉県を中心に）

旧国名 旧郡名 旧村名 現行市・
町・村名 名　称（外題） 作成年月日 法量縦

（cm）
法量横
（cm） 図中記述 種類 縮尺 方位 記載内容 凡例 署名その他 所蔵者

豊後国 大分郡 駄原村 大分市
大分県豊後国大分
郡駄原村地図
貮枚之内一

－ 97.8 171.8
豊後国大分郡第三大区
二小区駄
原村　貮枚之内

全村図 壱間以五厘 四支十字 地番・地目 数（8）田・畑・宅地・山林原野
薮・道・水・官有地・他村

署名　有（12人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊後国 大分郡 駄原村 大分市
大分県豊後国大分
郡駄原村地図
貮枚之内貮

－ 157.7 140.2 なし 全村図 － 東西南北 地番 なし 署名　有（14人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊後国 速見郡 米子瀬村 杵築市
山香町

第二大区十小区米
子瀬村地引絵
図

－ 99.7 100.6 なし 全村図 － なし 地番 数（6）耕地・道・池川・山林・他
村・大縄場・村受 なし 大分県立歴史

博物館

豊後国 速見郡 山口村 杵築市
山香町

第二大区十小区山
口村地引絵図 － 135.5 124.8 第二大区十小区山口村 全村図 － なし 地番 数（6）田畑屋舗・山林・原野・大

縄場・池川・道路・他村 なし 大分県立歴史
博物館

豊後国 速見郡 立石村 杵築市
山香町

立石村貮拾五番字
本町之図 － 76.8 76.0

総数七拾六枚之内貮拾
五番字本町
之図　豊後国速見郡立
石村

字限図 － なし 地目・地番 なし なし 大分県立歴史
博物館

豊後国 速見郡 立石村 杵築市
山香町

立石村五拾壱番字
山口之図 － 75.0 78.0

総数七拾六枚之内五拾
壱番字山口
之図　豊後国速見郡立
石村

字限図 － なし 地目・地番 なし なし 大分県立歴史
博物館

豊後国 速見郡 立石村 杵築市
山香町 凡例 － 76.0 78.1 － － － なし －

数（15）官有地・田地・畑地・山
林・原野・埋葬地・堤防・水池・
他村・畦畔・道路・字界・群界・
村界

署名　有（2 人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊後国 速見郡 立石村 杵築市
山香町 立石村全図 － 73.5 78.2 一村限図　　一字限図

七拾六枚□ 全村図 － なし
字名・字界
村界・道・
川

署名　有（4 人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊後国 国東郡 安国寺村 国東市
国東町 ［安国寺部落絵図］（明治 6 年） 安国寺部落絵図　明治

六年調之 全村図 － なし 地番・所有
者

数（7）田畑・道・山林・水・薮ハ
小物
成・海川・他村・外ニ畑色

署名　有（2 人）
印判　無 個人

豊後国 海部郡 網代浦 津久見市
豊後国海部郡十六
小区網代浦字
江浦地引絵図

－ 63.8 52.0 なし 字限図 － なし 地番 数（6）道路・田畑屋敷・山野荒
地・海川・他村境・小物成場 なし 大分県立先哲

史料館保管

豊前国 宇佐郡 西屋敷村 宇佐市
［小倉県第九十区
豊前国宇佐郡西
屋敷村地図］

－ 73.7 147.6
小倉県第九十区豊前国
宇佐郡西
屋敷村地図

全村図 十間曲尺五
分ノ積リ 東西南北 字名・地

番・等級

数（13）本 田・本 畑・新 田・新
畑・山林・薮・荒地・屋敷畑（無
税地）・屋敷畑・隠田畑・道・村
界・国界

署名　有（4 人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 上高家村 宇佐市 〈上高家村地引絵
図〉 － 31.8 106.8 小倉県第八大区四小区

上高家邨 全村図 － 東西南北 字名・地番 数（6）田・畑屋敷・荒道・山植立
林・溝川池・村境

署名　有（2 人）
印判　無

大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 城村 宇佐市
明治七年改正地租
改正調
城村巨細輿図東西
三割　東図

－ 77.0 200.8 なし 全村図 － 東西南北 字名・地番
・反別

数（9）田・畑茶薗・道・川溝池・
宅地・林・薮・村界・自家所有地
図中無地者東西今井村分

なし 大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 城村 宇佐市
明治七年改正地租
改正調
城村巨細輿図東西
三割　中図

－ 201.4 57.8 なし 全村図 － 東西南北 字名・地番
・反別

数（9）田・畑茶薗・道・川溝池・
宅地・林・薮・村界・自家所有地
図中無地者東西今井村分

なし 大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 城村 宇佐市
明治七年改正地租
改正調
城村巨細輿図東西
三割　西図

－ 177.4 95.4 なし 全村図 － 東西南北 字名・地番
・反別

数（9）田・畑茶薗・道・川溝池・
宅地・林・薮・村界・自家所有地
図中無地者東西今井村分

なし 大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 浜高家村 宇佐市 ［地引大絵図　浜
高家新田］

明治 16 年
7 月 10 日
謄写

127.0 73.6 地引大絵図　浜高家新
田 全村図 － 東西南北 字名・地番

数（10）田 地・畑 地・持 山・宅
地・道・溝海・荒地・埋葬地・汐
溜・汐除塩釜敷

署名　有（1 人）
印判　有

大分県立歴史
博物館

豊前国 宇佐郡 上高家村 宇佐市 〈上高家村地引絵
図写〉 115.2 328.9 なし 全村図 － なし 地番 なし なし 大分県立歴史

博物館
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［
大
分
県
の
地
籍
図
］…
…
櫻
井
成
昭

旧国名 旧郡名 旧村名 現行市・
町・村名 名　称（外題） 作成年月日 法量縦

（cm）
法量横
（cm） 図中記述 種類 縮尺 方位 記載内容 凡例 署名その他 所蔵者

豊前国 宇佐郡 橋津村 宇佐市
耕地山林証券図画
　第九十一区
宇佐郡橋津村

－ 109.7 245.3 なし 全村図 十間ニ付曲
尺壱寸五厘 東西南北 字名・地

番・地目

数（13）本 田・本 畑・新 田・新
畑・荒地・屋敷畑（無税地）・屋
敷畑・山林・四壁・道路・池・受
薮・村境

署名　有（5 人）
印判　無 個人

豊前国 宇佐郡 日足村 宇佐市 明治七年改正　宇
佐郡日足村縮図

明治 16 年
3 月 22 日
写

312.2 110.4
明治七年改正　明治
十六年三月
廿二日写之　　佐藤武
雄

全村図 － 東西南北 字名・地番
数（11）池川溝・本田并社寺石塚
埋葬地・畠・山林受薮・荒地・宅
地・原野・道・国界・村界

なし 個人

豊前国 宇佐郡 南宇佐村 宇佐市
［小倉県管下第
九十一区宇佐郡
南宇佐村耕地山林
之図］

－ 217.4 214.2 － 全村図 拾間ニ付五
歩割 東西南北 字名・地

番・地目
数（13）田・新田・池川溝・畑・
屋敷畑・新畑・隠田・野山・山
林・請薮・空地・道・村境

署名　有（7 人）    
印判　無 宇佐神宮

豊前国 宇佐郡 南宇佐村 宇佐市 ［大分県宇佐郡南
宇佐村全図］ － 133.4 178.3 － 全村図

現地拾間ヲ
以テ曲尺三
分三厘　則
貮千分之一

十字 字名・地番
数（11）田・畑・宅地・山林・原
野・土手薮堤塘・埋葬地・道路・
川・字界・村界

なし 個人

豊前国 宇佐郡 久兵衛新
田 宇佐市 豊前国宇佐郡久兵

衛新田絵図 － 64.2 134.3
小倉県管轄第九大区二
小区宇佐郡
久兵衛新田

全村図 拾間ニ付曲
尺壱寸 東西南北 字名・地

番・反別
数（8）田・畑・宅地・山林・道・
川溝・土堤

署名　有（3 人）
印判　無 広瀬資料館

豊前国 宇佐郡 金丸村 宇佐市 〈金丸村地引絵図
写〉

明治 18 年
3 月 25 日
謄写

157.6 100.7 なし 全村図 － なし 字名・地番
数（15）田・畑・持山・畑林成・
埋葬地・山林・社地并堂跡・秣
場・村界・道路・石塚・池川・原
野・持薮・荒地

署名　有（5 人）
印判　無
謄写人を含む

個人

豊前国 宇佐郡 尾永井村 宇佐市 〈尾永井村地引絵
図写〉 － なし 全村図 － なし 地番・所有

者 なし なし 個人

※　表題は、基本的に外題を示したが、表中の［　　　　］は、内題をもとにしたもの。〈　　〉 は、内題や外題もなく、調査者が付けた表題である。




